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（ 目 的 ） 福 島 県 で は 子 宮 頸 部 細 胞 診 （ 以 下

EC ） 異 常 所 見 例 に 対 し て 子 宮 頸 が ん の 原 因 と

さ れ る ハ イ リ ス ク HPV-DNA の 検 出 検 査 を 施 行

し 、 検 診 の 効 率 化 を 試 み て き た 。 今 回 は 、 EC

異 常 所 見 例 に 感 染 す る HPV 型 を 明 確 に し 、 精

密 検 査 結 果 と HPV 型 の 関 連 を 調 査 す る こ と を

目 的 と し て 検 討 を 行 っ た 。  

（ 方 法 ） 県 内 の 協 力 施 設 に て EC 異 常 所 見 例

342 例 を 対 象 と し て 、 精 密 検 査 時 に コ ル ポ ス



コ ー プ 下 組 織 診 と HPV 型 別 検 査 を 施 行 し た 。

要 経 過 観 察 例 に お い て は 3 か 月 後 に EC 、 6 か

月 後 に EC と HPV 型 別 を 再 検 し た 。 初 回 あ る い

は 経 過 観 察 中 に 要 治 療 に 至 っ た 症 例 は 、 そ の

時 点 で 追 跡 終 了 と し た 。 型 別 に つ い て は 、

16/18/31/33/35/45/52/58 を 超 ハ イ リ ス ク 、

39/51/56/59/68 を ハ イ リ ス ク 、 そ れ 以 外 を ロ ー リ

ス ク に 分 け て 検 討 し た 。  

（ 結 果 ） 342 例 中 1 つ の 型 の み の 感 染 例 は

182 例 、 複 数 型 の 感 染 例 は 138 例 、 陰 性 例 は

22 例 で あ っ た 。 1 つ の 型 の み の 感 染 例 で は 52

型 感 染 が 40 例 (22%) と 最 多 で あ っ た 。 1 つ の 型

の み ， 複 数 型 ， い ず れ の 感 染 例 で も 、 初 回 精

検 で の 超 ハ イ リ ス ク 陽 性 例 に CIN2 以 上 の 強 い

病 変 が 高 率 に 認 め ら れ た 。 さ ら に 3 例 の 82 型

感 染 例 で CIN3 以 上 の 病 変 が 認 め ら れ た 。 初 回

検 査 に お い て 、 超 お よ び ハ イ リ ス ク HPV で あ

っ た 50 例 に つ い て HPV 型 別 を 再 検 し た 結 果 、

HPV が 消 失 し た ７ 例 で は 細 胞 診 が 陰 性 化 し た

が 、 感 染 し て い る 型 の 変 化 と 病 変 進 行 と の 関



連 は 不 明 で あ っ た 。  

（ 考 察 と 結 語 ） 超 ハ イ リ ス ク 感 染 例 で は 経 過

観 察 が 困 難 で あ っ た 。 ま た 82 型 の 感 染 例 で 強

い 病 変 が 認 め ら れ た こ と か ら 、 ハ イ リ ス ク と

同 等 の 注 意 が 必 要 性 で あ る と 思 わ れ た 。 型 別

再 検 と 細 胞 診 異 常 と の 関 連 に つ い て は 不 明 で

あ っ た が 、 さ ら に 症 例 を 蓄 積 し 解 析 を 進 め た

い 。  


